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研究成果の概要（和文）： 
本研究では，日常的な予算管理実践からどのように新製品開発戦略が創発するのかを実践論的
研究によって検討した。その結果，集約的財務指標，新製品開発の短期化のもとで予算管理プ
ロセスを議論の場として用いることで，会計と行動計画のリズムの調和の乱れをきっかけに戦
略的適応，製品イノベーションが可能になっているだけでなく，予算管理プロセスが新製品開
発の基礎である人的資本の構築の場を提供し，組織能力を向上させていることが明らかになっ
た。そのうえで，予算管理の運用においては管理会計リテラシーが重要であることを指摘した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In this research, I consider how budgetary management routine contributes to emerging 
new product development strategy in terms of practice-based view. As a result of the 
research, I found that through the discussion in the budgetary management process under 
the condition of use of aggregative financial measures and shortening of new product 
development process, not only strategic adaptation and product innovation are enabled 
with the interruption of harmonization between budget and action plan, but also 
organizational capability which forms the foundation of new product development is 
developed. And I pointed out that management accounting literacy of managers is 
significant in budgetary management process. 
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１．研究開始当初の背景 
 研究開始当初，管理会計は戦略の策定や新

製品開発には有用ではないと多くの批判に

さらされていた。そんななかで，関連する研

究領域として以下のような研究蓄積と課題

があった。 
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（１）「戦略化」「戦略管理会計」研究 

「戦略化」について，ルーティンと戦略形成

の関係に関する研究はようやく体系的に探

求され始めたところであり，知見を蓄積する

段階にある。戦略化は，戦略プロセス研究と

戦略形成プロセスを対象にするという点で

密接な関係にあるが，プロセス研究が組織レ

ベルを対象とし機能主義的であるのに対し，

戦略化研究は行為者レベルを対象とし実践

論的である。また，管理会計の分野では「戦

略管理会計」という名のもとに技法が開発さ

れたが，実務では活用されておらず，戦略に

対する管理会計の役割はまだ明らかにはさ

れていない。 

（２）新製品開発管理会計 

新製品開発管理会計について，日本では原

価企画を中心に成果が蓄積され，原価企画の

仕組み，成功要因などが明らかにされ，海外

では，新製品開発におけるマネジメント・コ

ントロールの役割やスタイルについて，その

規則性が明らかにされた。しかし，これらは，

機能主義的であり，新製品開発において管理

会計情報が実際に行為者たちによってどの

ように理解され，どのように利用され，どの

ような意味をなしているのか，ひいては実践

において行為者の認識する管理会計の意

義・役割については深く検討されていない。 

（３）方法論 

実践論的研究では，管理会計自体の解明で

はなく現実に対する影響力に焦点が当てら

れており，その対応として機能主義的研究と

の接点の模索が挙げられている。 

 
２．研究の目的 
上記の状況のなか，本研究は，製品ライン

ナップ戦略などの新製品開発戦略の「戦略化

(strategizing)」プロセスにおける管理会計の

役割を実践論(解釈)的ケース研究によって明

らかにすることを主目的とした。そのうえで，

ケース企業の新製品開発関係者に対してア

ンケート調査を行うことで，実践論的・定性

的研究と機能主義的・定量的研究の補完関係

を認識し，方法論的統合を試みるものであっ

た。ここで，「戦略化」とは，ルーティンに

おける局所的な相互作用のもとでの戦略の

維持・形成・展開プロセスを描き出す視点で

あり，実践論的研究によって遂行される。実

践論的研究とは，行為者の理解を通じて管理

会計の役割を説明しようとする研究方法論

である。機能主義的研究が，現象をその文脈

から切り離し，行動・構造を規則化するのに

対し，実践論的研究では管理会計の役割・機

能といった社会的現実は人々の相互作用を

通じて主観的に形成されると考え，会計と社

会組織の相互構成的な関係を分析する。 
 
３．研究の方法 
 本研究の目的を達成するために，以下の 3

点を行った。 

（１）「戦略化」に関する実践論的ケース研

究 

戦略化に関する実践論的ケース研究は，株

式会社バッファローでの聞取調査を中心に

行った。実践論的ケース研究では，新製品開

発戦略の戦略化プロセスに関与している行

為者の理解が必要であるため，インタビュー

は事業本部長，事業部長，製品管理者，マー

ケティング管理者・担当者，開発管理者・担

当者，営業管理者・担当者に対して行った。

また，製品特性の理解と管理会計の役割への

理解の関係もみるため，バッファローの全製

品カテゴリーに対して調査を行った。バッフ

ァロー以外では，チタカ・インターナショナ

ル・フーズ株式会社において同様のフィール

ド研究を行った。 

また実践論的研究として，方法論レベルで

の検討を行った。そこでは，解釈的研究方法



 

 

として，実践理論やエスノメソドロジー，ア

クターネットワーク理論といった社会理論

を中心に検討を進めた。 

 
（２）アンケート調査 

上記（１）での知見をもとに，アンケート調

査を行った。アンケート調査は，機能主義的

な研究方法論に立脚し，定量的に行う。アン

ケートは日本の証券全市場の上場会社のう

ち製造業に属する企業（1609 社）に対し行

い，176 社からの回答を得た。 

 
（３）実践論的研究と機能主義的研究の方法

論的統合 

上記（１）の実践論的研究と，それを受け行

った（２）の機能主義的アンケート調査の成

果を検証することで，実践論的研究と機能主

義的研究の補完関係を認識し，方法論的統合

を試みた。 

 
また，適宜，その成果を海外・国内の学会

(European Accounting Association(EAA)，

Global Management Accounting Research 
Symposium(GMARS)，日本管理会計学会，

で報告し，研究の独創性，頑強性を確認し，

洗練化を行った。 
 
４．研究成果 

本研究を通じて，以下の点が明らかになっ

た。 

（１）株式会社バッファローでは集約的財務指標，

新製品開発の短期化のもとで予算管理プロ

セスを議論の場として用いている。そのなか

で，新製品開発における製品ロードマップが，

環境変化に対する柔軟な資源配分を可能にし

ている一方で，予算は診断型の会計コントロー

ルとして利用されるため，当初は予算と整合的

であったものが，時間の経過とともに予算と製品

ロードマップの間にずれが生じていく。そのさま

を個別具体的な事例から明らかにした。それは，

時間の流れから考えると，予算管理が日常のル

ーティンに一定のリズムを与え続けるのに対し，

当初は予算に調和する形であった製品ロードマ

ップが，環境変化に対応することで，主として新

製品開発に遅れが生じ，予算のリズムとは調和

せず，ルーティンのリズムが崩れると理解される。

そして，そのリズムを取り戻すために，製品イノ

ベーションが起こるのである。このような会計と

行動計画のリズムの調和の乱れをきっかけ

に戦略的適応，製品イノベーションが可能に

なっているだけでなく，この予算管理プロセ

スが下位の管理者のもとでなされているこ

とで予算管理プロセスは新製品開発の基礎

である人的資本の構築の場を提供し，組織能

力も向上させている。ただし，ケース企業の

予算管理の運用においては管理会計リテラ

シー（予算管理などの管理会計の位置づけ・

役割への理解等，管理会計を取り扱う能力）

が重要であったことは留意すべきであり，会

計を用いる管理者という人の要素と会計と

いう制度の相互作用は今後，さらに検討して

いくべき課題である。 

これらの発見および指摘は，予算管理が日

常の業務において影響をもつ現場に着目す

る実践論的研究方法論によって可能になっ

たことであり，これまでの機能主義的な予算管

理研究が，機械的組織観，サイバネティックプロ

セスを前提に上位者の視点から，コントロール・

業績評価重視で蓄積されてきた知見と比して，

これまで着目されてこなかった予算管理の役割，

しかもこれまで批判されてきた戦略・イノベーショ

ンに対する予算管理の役割を明らかにしたとい

う点で一定の貢献が認められよう。また，これは，

予算管理研究の基本的な視座の転換を促すも

のであり，予算管理の今後の展望をひらくもので

もある。 

（２）これらの経験的事実を実践論的研究として，



 

 

観察するために，研究方法論についても検討を

行った。管理会計分野では近年，アクターネット

ワーク理論やシャツキの実践理論が援用される

ことが多いが，そんななかエスノメソドロジーの可

能性を探求した。そして，エスノメソドロジーの

「行為の連続性」「相互理解」という観点が，現代

の下位管理者レベルでの相互作用を伴う予算

管理実践を捉えるうえでは有用であり，管理会

計研究に新たな知見を与えうることを確認した。

これは，管理会計研究の新たな視座として，位

置づけられるものである。今後は，エスノメソドロ

ジーを用いて管理会計実践を理解することで，

その貢献可能性を示していく必要がある。 

（３）ケーススタディ研究の知見をもとにアンケー

ト調査を行った。そこでは，予算と行動計画のリ

ズムのずれとそれをうめるための新製品開発と

いう関係を検証するために，予算目標の改訂の

頻度と行動計画の改訂の頻度という観点から簡

単な分析を行った。その結果，予算を固定的な

目標として用い，行動計画を頻繁に見直す企業

ほどイノベーションのスコアが高いことが明らか

になった。これは，実践論的なケーススタディ研

究による新たな知見が，機能主義的な定量的研

究においても支持されるものであり，より頑健な

新たな理論構築の可能性を拓くものである。し

かし，まだアンケートには検討すべき点が残され

ており，今後，アンケートを改善しながら，より厳

密な理論の構築を試みる必要がある。 

（４）最後に，実践論的定性的研究で得られた知

見をもとに機能主義的な定量的分析を検討する

ことでその統合可能性を探った。その一つとして

研究パラダイム等について文献研究を行っ

た。研究者に対する業績評価制度が，パラダ

イム選択に影響を与え，1 つのパラダイムに

固執する状況を作り出し，さらにはトップ学

術誌がパラダイムに備えられた科学性を求

めるがために理論と実務がますます乖離し

ていくこと，逆に決まったパラダイムの存在

は，個々の研究者にとっては研究の効率性に

影響を与えているが，学術的知識全体にとっ

て，本当に意味ある知識なのかは定かでなく，

パラダイムの分裂は社会にとって必ずしも

いい影響を与えているとはいえず，より良い

知識体系を構築するためにはパラダイム間

対話を行うことが重要であると考えられて

いることを明らかにした。また，上記の成果

から，実践論的ケーススタディによって機能

主義的研究では必ずしも明らかにはされて

こなかった理論を探索的に構築し，機能主義

的定量的研究によってその統計的一般性を

検証し，頑健性を高めるという，研究方法論

間の補完関係の検証がなされた。 
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